
日医かかりつけ医機能研修制度 令和 7年度応用研修会 

プログラム 

 
（60分） 

応用研修 1-10：1単位、生涯教育 CC82:1単位 

１．肝臓病の診断と治療 
    「日常診療で見逃さない肝臓病の重要ポイント」 

竹原 徹郎（独立行政法人 労働者健康安全機構 関西労災病院 病院長） 

（60分） 

応用研修 2-10：1単位、生涯教育 CC73:1単位 

２．慢性腎臓病(CKD)の診断と治療 
    「かかりつけ医における CKD診療のポイント」 

成田  一衛（新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター センター長） 

（60分） 

応用研修 3-10：1単位、生涯教育 CC15:1単位 

３．高齢者肺炎の治療と多職種連携 

海老原 覚（東北大学大学院 医学系研究科 臨床障害学分野 教授） 

（60分） 

応用研修 4-10：1単位、生涯教育 CC77:1単位 

４．かかりつけ医に必要な骨粗鬆症への対応 
    「診断のコツと治療の実際 ～骨粗鬆症の予防と治療のガイドライン 2025もふまえて～」 

井上 大輔（帝京大学ちば総合医療センター 

病院長、第三内科学講座主任教授（内分泌代謝）） 

（60分） 

応用研修 5-10：1単位、生涯教育 CC19:1単位 

５．かかりつけ医とリハビリテーションの連携 

木下 翔司（東京慈恵会医科大学 リハビリテーション医学講座 講師） 

（60分） 
応用研修 6-10：1単位、生涯教育 CC80:1単位 

６．事例検討～在宅医療における連携／認知症を含むマルチモビディティへの取組～ 

    「在宅医療における連携」(30分) 
織田 正道（社会医療法人祐愛会 織田病院 理事長） 

    「認知症を含むマルチモビディティへの取組」(30分) 
近藤 敬太（藤田医科大学 連携地域医療学助教、 

豊田地域医療センター総合診療科 在宅医療支援センター長） 

 ※内容等が変更となる場合があります。                     （令和 7.8.14現在） 


